
令和５年度香川の教育づくり発表会

―情報活用能力を生かし

ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりを通して―

感じ・認め・つなぎ、学び合う子どもの育成

研究主題

令和５年１２月２６日 観音寺市立高室小学校



研究の視点
視点１ タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習と授業を関連させた

取組の工夫

・動画やデジタル教科書、デジタル教材などを用いた授業の予習や復習

・画像や動画、音声も取りこんだデジタルノートの効果的な活用

・授業の振り返りや宿題等の実施及び提出指導の工夫

視点２ ICT活用の日常化の工夫

・タブレット端末を「文房具」として自由な発想で活用できるような環境

整備の工夫

・学習履歴（スタディ・ログ）等の蓄積と効果的な活用

・情報モラル（デジタル・シティズンシップ）等の情報活用能力を育む



研究の構想

学びあう風土をはぐくむ学級づくり

研究主題

道徳教育・人権教育の充実

高室スタイルの授業の構築

ICTの効果的な利活用

主体的 協働的 深い学び

令和２、３年度の
道徳教育の成果

令和４年度の学
力向上モデル校
事業の成果



高室スタイルの授業

探究型指導案での位置づけ
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研修計画

概要のPDF

授業実践 実技研修日常実践 理論研修 その他



今年度の取り組み タブレット端末の持ち帰り
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未設置の家庭（５％）には、市のモバイルルーターを貸与

地域アルミ缶資金から支援



６・９月の児童アンケートから

トラブル

課題

〇大きなトラブルはなし
▼通信が不安定

▼家庭、保護者によるICT格差
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持ち帰りで困ったこと

成果
〇休業中の家庭とのつながり
〇宿題などへの活用



実践より 視点１ タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習と授業を
関連させた取組の工夫

動画やデジタル教科書、デジタル教材などを用いた授業の予習や復習

家庭で疑問
点を整理 クラスで共有

著作権法３５条

教科書などを
一部取りこんだ

ノート

著作権法３５条

教科書総ルビ
PDFデータを
配付

家庭で音読した
録音データ
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家庭で調べ、添付した
データ

支援学級 国語 国語 理科



実践より

画像や動画、音声も取りこんだデジタルノートの効果的な活用

視点１ タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習と授業を
関連させた取組の工夫

友達のコメント

自分の清書画像

自分のふり返り
自分の演奏動画

宿題やテスト
としても利用

何度もやり
直せること
で意欲化

国語 書 写 音 楽 リコーダー

指導書
の
手本



体育 理科 家庭科

実践より 視点１ タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習と授業を
関連させた取組の工夫

画像や動画、音声も取りこんだデジタルノートの効果的な活用

５年理科 流れる水のはたらき ５年家庭科 炊飯実習

師範動画アドバイス有児童が自由にノートを作成 書き込む



実践より 視点１ タブレット端末の持ち帰りによる家庭学習と授業を
関連させた取組の工夫

画像や動画、音声も取りこんだデジタルノートの効果的な活用

リコーダー 外部指導者６年体育 マット運動

副読本のイラスト

副読本のイラ
スト

師範動画アドバイス練習動画



実践より 視点２ ICT活用の日常化の工夫

タブレット端末を「文房具」として自由な発想で活用できるような環境整備の工夫

ハード面 ソフト面

周辺機器の無線接続（全端末利用可） 児童の利用を制限せず見守る

教師のスキルアップ

端末の機能を引き出す

複合プリンターは児
童用端末からも印刷
が可能で全クラス隣
の空き教室に配置

授業教室全
てに大型モ
ニターと受信
機を設置 文房具だから決して取り上げない、間

違ったら正しい使い方を指導する姿勢



実践より 視点２ ICT活用の日常化の工夫

デジタル連絡帳 保護者のスキルアップ効果情報量の多さ

欠席時も双方向
で配付

個
別
連
絡

書く時間の短縮



実践より 視点２ ICT活用の日常化の工夫

学習履歴（スタディ・ログ）等の蓄積と効果的な活用

４年道徳ワークシートの全時間のデジタル化紙もデジタル化 写真/PDFで取りこみ

教師はすべてのノートをチェック可能児童は過去の、自分のノートを見ることが可能



実践より 視点２ ICT活用の日常化の工夫

情報モラル（デジタル・シティズンシップ）等の情報活用能力を育む指導の工夫



実践より 視点２ ICT活用の日常化の工夫

授業の振り返りや宿題等の実施及び提出

児童の振り返り

紙感覚のデジタルプリントの宿題やテスト

振り返りの視点

教師のチェック

欠席者に
も配付可

ノートでの振り返り

PDFから作成した

デジタルプリント
の宿題

オンラインでリアルタイムの書き込みも可

教科書の図を
取り込んだ問
題



ICTが文具になるために

教師のスキルと児童のスキルは双輪

環 境 整 備

カリマネで見通しと計画性

自由に使える環境整備

持ち帰り
が有効 教師のスキル

カリマネ

児童のスキル



参考資料 秩父市教育委員会
小中学校授業改善リーフレット
「チチブチャレンジ」









情報活用能力検定（民間）の結果（１）
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情報活用能力検定（民間）の結果（２）
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情報活用能力検定（民間）の結果（３）
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情報活用能力検定（民間）の結果（４）
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教師の授業支援ツール活用
同期間のノート作成総数
が前年度の約1.8倍！

昨年度に比較して１ノートあ
たりのページ数も増加して
いる



成果
・ 児童のICT活用スキルが高まり、文房具のように扱える
児童が増えてきた。

・ 児童の学習意欲は高く、協働的に学ぶ態度が育ってきた。
・ 教師のICTの利活用は格差を生まないように協力して取
り組むことができた。

・ 日常的にICTを活用した授業が行われるようになった。
・ 連絡帳のデジタル化なども、家庭とつながることで、校
務の効率化も図れた。

・ 日常的な持ち帰りについて保護者の理解も進んできた。
・ 学校と家庭、教師と児童、教師と教師をつなぐシステムが
できた。



課題
・ 情報報活用能力検定では、全国との格差がある。
・ 情報モラル、情報セキュリティは児童のスキル向上
に伴い、より高度な対策が必要である。

・ ドリル等、基礎・基本の学力向上の成果は今後検
証が必要である。

・ 機器の劣化が進み、メンテナンスコストが増加して
いく。




